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V
　
調
査
結
果
か
ら
み
る
回
答
者
の
意
識

　
日
本
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
の
発
行
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
本
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
前
号
（
上
）
で
考
察
し

た
女
性
広
報
誌
の
形
態
・
発
行
基
盤
、
誌
面
づ
く
り
の
留
意
点
等
に
加
え
、
回
答
を
寄
せ
た
女
性
広
報
誌
担
当
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
意
識
、
情
報
収
集
行
動
、
女
性
広
報
誌
と
そ
の
発
行
お
よ
び
女
性
行
政
に
つ
い
て
の
意
識
に
関
し
て
も
調
査

を
行
っ
た
。
本
号
（
下
）
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
分
析
し
た
の
ち
、
前
号
（
上
）
お
よ
び
本
号
（
下
）
を
通
し
て
今
回
の
調
査

で
得
た
知
見
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
広
報
誌
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

1
　
回
答
者
の
属
性

ω
　
性
別
・
年
齢
構
成

　
ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を
寄
せ
た
二
〇
七
誌
の
回
答
者
の
性
別
構
成
を
み
る
と
、
図

28

に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
が
一
五
五
人
で
、
七
四
・
九
％
を
占
め
、
男
性
は
五
〇
人
、
二

四
・
一
％
、
性
別
不
明
二
人
、
一
・
○
％
と
、
四
人
に
三
人
は
女
性
で
あ
る
。
前
号
（
上
）

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
に
か
か
わ
る
全
ス
タ
ッ
フ
の
女
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

比
は
八
対
二
で
、
行
政
担
当
者
だ
け
を
取
り
出
す
と
約
七
対
三
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
ほ
ぼ
対

応
し
て
い
る
。
地
方
公
務
員
全
体
の
女
男
比
は
四
対
六
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
広
報
誌
を

A
似

N
筋

　
1

聾瓢塞

　　萎　黙饗藝1155人騒

図28回答者の性別（N207）
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40
　
　
3
0
　
　
2
0
　
　
1
0

0

企
画
・
編
集
す
る
部
署
に
女
性
が
意
識
的
に
よ
り
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
女
男
別
に
み
た
回
答
者
の
年
齢
構
成
は
、
図
2
9
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

女
性
は
三
〇
代
を
ピ
ー
ク
に
四
〇
代
、
そ
し
て
次
に
二
〇
代
が
続
く
の
に

対
し
、
男
性
は
四
〇
代
が
ピ
ー
ク
で
、
三
〇
代
が
そ
れ
に
続
く
。
こ
の
よ

う
に
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
若
め
の
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

②
　
就
業
形
態
・
所
属
部
署

　
回
答
者
の
就
業
形
態
を
示
し
た
の
が
図
3
0
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
回

答
者
の
九
一
・
八
％
が
常
勤
で
、
非
常
勤
は
五
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
性
別
に
よ
る
就
業
形
態
の
違
い
は
、
図
31
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ず
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り

わ
ず
か
に
常
勤
が
少
な
く
、
非

常
勤
が
多
い
。
常
勤
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
、
七
五
・
三
％

で
あ
る
。

　
回
答
者
の
所
属
部
署
名
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
自
治
体

N
％勤

％
、

常
8

非
5

難

醗
、

常
i91一

図30就業形態
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に
よ
っ
て
様
ぎ
ま
な
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
最
も
多
か
っ
た
部
署
名

は
、
企
画
部
（
企
画
財
政
部
・
企
画
財
政
部
・
企
画
財
政
課
・
企
画
課
な

ど
を
含
む
）
で
三
〇
件
ほ
ど
み
ら
れ
、
女
性
セ
ン
タ
ー
（
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
な
ど
含
む
）
と
市
民
部
（
市
民
局
・
市
民
生
活
部
・
市
民
環
境

部
な
ど
を
含
む
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
件
ほ
ど
、
以
下
総
務
部
、
男
女
共
同

参
画
室
な
ど
が
続
い
た
。

⑥
　
担
当
年
数

　
回
答
者
の
女
性
広
報
誌
担
当
年
数
は
、
図
32
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
一
年
未
満
の
人
が
三
三
・
三
％
と
最
多
で
、
こ
れ
に
一
年
か
ら
二
年

の
間
の
二
四
・
六
％
を
加
え
る
と
、
六
割
近
く
が
二
年
未
満
の
経
験
で
あ

っ
た
。
平
均
す
る
と
一
・
五
八
年
ほ
ど
の
広
報
担
当
期
間
と
な
り
、
年
一

回
な
い
し
二
回
の
発
行
ぺ
ー
ス
（
前
号
（
上
）
で
み
た
よ
う
に
、
女
性
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

報
誌
の
三
分
の
二
が
年
一
、
二
回
の
刊
期
で
発
行
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
す

る
と
、
や
や
人
員
の
”
回
転
”
が
早
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
短
期
間

の
在
籍
で
広
報
誌
発
行
に
馴
れ
て
い
な
い
中
、
ま
た
他
の
業
務
も
あ
る
中

で
の
刊
行
の
苦
労
が
う
か
が
え
る
。

　
図
3
3
は
、
女
男
別
に
み
た
広
報
誌
担
当
年
数
で
あ
る
。
男
性
で
は
、
一
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　　　　　　　　　図31女男別就業形態
※「全体（N207）」には「性別不明」（2人）が含まれている（以下同）
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年
未
満
が
四
八
・
○
％
と
半
数
近
く
に
達
し
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
一
年
未
満
が
二
九
・
○
％
と
三
割
弱
に
と
ど
ま
り
、
三
年
以

上
担
当
し
て
い
る
も
の
も
合
わ
せ
て
二
六
・
四
％
と
、
三
割
弱
存
在
す
る
。
女
男
別
平
均
担
当
年
数
を
出
し
て
み
る
と
、
女
性
は
一
・

八
一
年
、
男
性
は
○
・
八
四
年
と
な
り
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
一
年
ほ
ど
こ
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
期
間
が
長
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
女
性
広
報
誌
担
当
者
が
、
女
男
を
問
わ
ず
庁
内
の
様
ざ
ま
な
部
署
を
経
験
す
る
こ
と
、
ま
た
逆
に
他
部
署
の
様
ざ
ま
な
人
び
と
が
女

性
広
報
誌
担
当
部
署
に
配
属
さ
れ
、
女
性
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
方
で
は
、
や
っ
と
男
女
共
同
参
画
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
、
問
題
が
わ
か
っ
て
き
、
地
域
住
民
と
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、
広
報
誌
編
集
の
ス
キ
ル
も
身
に
つ
い
た
頃
に
異
動
と
な
る
の
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
女
性
広
報
に
関
す
る
豊
富

な
経
験
と
知
識
を
身
に
つ
け
た
専
門
的
な
人
材
は
育
た
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
は
複
数
人
（
行
政
と
公
募
、
委
託
そ
の
他
を
含
め
て
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

六
・
三
人
、
行
政
の
み
で
は
二
・
二
人
）
い
る
の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
経
験
者
を
必
ず
一
人
残
す
な
ど
、
蓄
積
さ
れ
た
知
識
・
技

術
が
無
駄
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
異
動
体
制
の
創
出
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

qD

　
他
自
治
体
の
女
性
広
報
誌
へ
の
接
触

　
回
答
者
が
他
都
道
府
県
・
区
市
町
村
の
女
性
広
報
誌
を
ど
の
程
度
み
て
い
る
か
を
た
ず
ね
た
結
果
が
図
34
で
あ
る
。
「
よ
く
み
る
」

六
八
・
一
％
と
「
た
ま
に
み
る
」
二
八
・
○
％
を
合
わ
せ
る
と
九
六
・
一
％
に
達
し
て
お
り
、
回
答
者
た
ち
は
、
他
の
自
治
体
が
発
行

す
る
女
性
広
報
誌
に
か
な
り
よ
く
目
配
り
し
て
い
る
。
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「
よ
く
み
る
」
人

た
ち
一
四
一
人
の
あ

げ
た
女
性
広
報
誌
の

自
治
体
区
分
別
内
訳

を
み
る
と
（
図
34
）
、

国
、
他
都
道
府
県
、

他
区
市
町
村
い
ず
れ

も
八
割
の
高
率
で
あ

る
。
関
連
法
規
の
こ

と
、
今
何
が
イ
ッ
シ

ュ
ー
な
の
か
、
ど
う

い
っ
た
切
り
口
が
あ

る
の
か
と
い
っ
た
こ

と
や
、
ネ
タ
さ
が

し
、
執
筆
者
さ
が

し
、
編
集
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

参
考
に
し
て
い
る
と

　　　みないあまりみない　0．5％　　NA

　1．9％　　、1。5％

たまにみる蒙
28。0％

よくみる女性広報誌（該当141）

（％）

100

80

60

40

20

79。4％
80．9％ 81．6％

羅
38。3％

　〆
！
　蕪0

　　ヂ
　評
ノ

　　〆
　評
〆

寄

　　蔚
　〆
．■

図34　他自治体の女性広報誌への接触度
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考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
他
自
治
体
の
女
性
広
報
誌
へ
の
接
触
に
は
女
男
で
差
が
あ

る
。
図
3
5
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
は
他
自
治
体
の
女
性
広
報
誌

を
「
よ
く
み
る
」
が
七
四
・
八
％
を
占
め
、
「
た
ま
に
み
る
」
が
二
三
・

九
％
で
あ
っ
た
が
、
男
性
は
「
よ
く
み
る
」
が
五
〇
・
○
％
に
と
ど
ま

り
、
「
た
ま
に
み
る
」
が
四
二
・
○
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

女
性
の
方
が
よ
り
積
極
的
に
他
媒
体
に
接
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ω
　
よ
く
み
ら
れ
て
い
る
女
性
広
報
誌

　
で
は
、
他
自
治
体
の
女
性
広
報
誌
の
う
ち
、
実
際
に
よ
く
読
ま
れ
て
い

る
の
は
ど
の
広
報
誌
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
よ
く
み
る
国
の
女
性
広
報
誌
と

し
て
具
体
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
（
当

時
）
発
行
の
『
え
が
り
て
』
で
、
九
二
件
と
、
す
べ
て
の
広
報
誌
の
中
で

最
も
頻
繁
に
閲
読
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
国
立
女
性
教
育
会
館
が
発
行

す
る
『
ヌ
エ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
』
が
一
五
人
の
回
答
者
に
よ
っ
て
あ
げ
ら

れ
、
ま
た
「
送
ら
れ
て
く
る
も
の
」
を
「
よ
く
み
る
」
と
す
る
回
答
も
一

二
件
み
ら
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
女
性
広
報
誌
で
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
た

100％80％60％40％20％0％

2．0％

1．4％

女性（N155）

　　　　　’　　　　　’　　　　’　　　　’　　　’　　　’　　’　’　’’’

20
％

　
ρ

42．0％男性（N50）

一〇．5％

＼十、、、

28，0％

羅
全体（N207）

國よくみる圃たまにみる口あまりみない國みない■NA

図35女男別他自治体の女性広報誌への接触度
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の
は
、
東
京
女
性
財
団
（
当
時
）
お
よ
び
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
刊
行
の
『
あ
し
た
の
東
京
』
（
一
九
件
）
、
『
東
京
女
性
財
団
ニ
ュ

ー
ス
』
（
八
件
）
、
『
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
だ
よ
り
』
（
四
件
）
、
そ
れ
に
大
阪
府
・
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
『
U
》
≦
2
』
（
一
二

件
）
で
あ
っ
た
。
東
京
・
大
阪
の
二
大
都
市
の
出
す
広
報
誌
が
多
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
他
に
、
『
≦
一
匪

属
o
畠
（
埼
玉
県
、
二
〇
〇
〇
年
廃
刊
、
九
件
）
、
『
イ
ー
ブ
ン
ニ
ュ
ー
ス
』
（
兵
庫
県
、
六
件
）
、
『
エ
ソ
ー
ル
』
（
広
島
県
、
五
件
）
、

『
ウ
ィ
ル
』
（
愛
知
県
、
四
件
）
、
『
≦
》
く
厘
（
神
奈
川
県
、
四
件
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
「
送
ら
れ
て
く
る
も
の
」
を
「
よ
く

み
る
」
と
し
た
と
こ
ろ
が
二
〇
件
み
ら
れ
た
。

　
区
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
、
「
送
ら
れ
て
く
る
も
の
」
を
「
よ
く
み
る
」
と
回
答
し
た
と
こ
ろ
が
二
七
件
と
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

具
体
的
な
誌
名
が
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
『
ら
ぷ
ら
す
』
（
世
田
谷
区
、
九
件
）
、
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
通
信
』
（
横
浜
市
、
九
件
）
、
『
○
勾
国
○
』

（
大
阪
市
、
六
件
）
、
『
寓
○
○
≦
2
0
』
（
北
九
州
市
、
五
件
）
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
自
治
体
等
が
刊
行
す
る
公
的
広
報
誌
で
は
な
い
が
、
『
女
性
教
養
』
（
当

時
、
現
在
『
≦
Φ
一
＄
ヨ
』
）
（
当
時
日
本
女
子
社
会
教
育
会
館
、
現
在
女
性
学
習
財
団
）
、
『
女
性
展
望
』
（
市
川
房
枝
記
念
会
）
、
『
女
性

情
報
』
（
パ
ド
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
）
が
複
数
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

㈹
　
印
象
に
残
っ
て
い
る
女
性
広
報
誌

　
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
女
性
広
報
誌
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
一
つ
だ
け
書
き
出
し
て
も
ら
い
、
合
わ
せ
て
そ

の
理
由
た
ず
ね
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
『
ω
q
Z
』
（
所
沢
市
）
で
、
七
人
の
回
答
者
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の

理
由
を
記
し
た
コ
つ
の
テ
ー
マ
で
男
女
共
同
参
画
を
多
面
的
に
と
ら
え
る
手
法
が
印
象
的
」
、
「
内
容
が
豊
富
で
読
み
応
え
が
あ
る
」
、

「
充
実
し
た
内
容
」
な
ど
の
自
由
記
述
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
二
ぺ
ー
ジ
と
い
う
豊
富
な
誌
面
ス
ペ
ー
ス
を
生
か
し
た
充
実
し
た
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内
容
が
好
印
象
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
い
で
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
は
、
六
人
か
ら
あ
げ
ら
れ
た
『
ら
ぷ
ら
す
』
（
世
田
谷

区
）
で
あ
る
。
「
イ
ラ
ス
ト
の
タ
ッ
チ
が
親
し
み
や
す
く
、
内
容
も
読
み
や
す
い
」
「
色
づ
か
い
、
カ
ッ
ト
が
よ
く
読
み
や
す
い
。
デ
ザ

イ
ン
的
で
あ
る
」
な
ど
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
や
カ
ラ
ー
な
ど
の
セ
ン
ス
の
よ
さ
や
読
み
や
す
さ
が
好
感
を
持
た
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
『
ウ
ィ
ル
』
（
愛
知
県
）
、
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
通
信
』
（
横
浜
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
四
人
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
前
者

は
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
内
容
が
充
実
し
て
い
る
」
の
よ
う
に
内
容
が
、
後
者
は
「
内
容
は
理
解
し
や
す
く
、
デ
ザ
イ
ン
も
斬
新
」
な

ど
、
新
聞
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
江
東
の
女
性
』
（
江
東
区
）
、
『
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
て
』
（
三
鷹
市
）
も
そ
れ

ぞ
れ
三
人
か
ら
あ
げ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
ぺ
ー
ジ
量
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
よ
さ
が
、
印
象
に
残
っ
た
理
由
と
さ
れ
て
い
た
。

　
今
回
調
査
対
象
と
な
っ
た
女
性
広
報
誌
が
、
前
号
（
上
）
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
は
八
ぺ
ー
ジ
も
の
が
過
半
数
を

（
4
）

占
め
、
ま
た
経
験
年
数
の
比
較
的
短
い
担
当
者
に
よ
っ
て
企
画
・
編
集
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
の
中
で
、
上
位
に
あ
げ
ら
れ
た
女
性
広

報
誌
は
、
ぺ
ー
ジ
量
の
多
さ
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
よ
さ
が
印
象
を
よ
く
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ぺ
ー
ジ
の
豊
富
さ
が
内
容
の
充
実
度
を

上
げ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
セ
ン
ス
の
よ
さ
が
読
み
や
す
さ
を
生
む
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

㈲
　
男
女
共
同
参
画
へ
の
関
心

　
回
答
者
が
、
女
性
広
報
誌
を
担
当
す
る
以
前
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
（
女
性
問
題
・
男
女
平
等
問
題
）
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
図
3
6
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
お
お
い
に
あ
っ
た
」
が
一
七
・
四
％
、
「
少
し
あ
っ
た
」
が
三
五
・
三
％

で
、
両
方
合
わ
せ
て
五
割
強
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
担
当
す
る
ま
で
関
心
が
「
あ
ま
り
な
か
っ
た
」
人
が
三
三
・
三
％
と
三
人
に

一
人
み
ら
れ
、
「
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
」
人
も
一
二
・
六
％
と
一
割
強
存
在
し
た
。
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こ
れ
を
女
男
別
に
み
る
と
、
図
37
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
は
、
「
お
お
い
に
あ
っ
た
」
が
二
〇
・
六
％
、
「
少
し
あ
っ
た
」
が
三

八
・
二
％
で
、
合
わ
せ
て
六
割
近
く
が
関
心
派
で
あ
っ
た
が
、
男
性
で
は
、
「
お
お
い
に
あ
っ
た
」
が
八
・
○
％
に
と
ど
ま
り
、
「
少
し

あ
っ
た
」
の
二
八
・
○
％
と
合
わ
せ
た
関
心
派
の
割
合
は
四
割
に
満
た
ず
、
こ
こ
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
み
ら
れ
た
。
男
性

の
回
答
者
が
「
男
性
で
あ
る
」
が
ゆ
え
に
、
配
置
転
換
さ
れ
る
ま
で
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
庁
内
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
問
題
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
い
ま
だ
主
流
化
（
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン

グ
）
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

㈲
　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習

　
図
3
8
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
、
回
答
者
が
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
る
か
を
た

ず
ね
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
読
ん
だ
」
と
す
る
人

は
九
九
・
○
％
と
ほ
ぼ
全
員
で
、
ま
た
、
「
男
女
共
同
参
画
の
研
修
を
受
け
た
」
人
は
、
八

六
・
五
％
、
「
男
女
共
同
参
画
の
学
習
を
積
極
的
に
し
て
い
る
」
は
八
二
・
一
％
と
、
い
ず

れ
も
八
割
台
に
達
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
女
性
広
報
誌
の
担
当
に
な
る
以
前
は
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
薄
か
っ
た
層

が
、
担
当
に
な
る
と
と
と
も
に
学
習
を
行
う
よ
う
に
な
る
の
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
、
こ
の

「
男
女
共
同
参
画
の
学
習
を
積
極
的
に
し
て
い
る
」
か
と
い
う
質
問
へ
の
回
答
と
、
先
に
示

し
た
以
前
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
関
心
度
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
（
グ
ラ
フ
は
省
略
）
。

そ
の
結
果
、
以
前
か
ら
の
関
心
派
（
「
お
お
い
に
あ
っ
た
」
＋
「
少
し
あ
っ
た
」
）
は
、
八
八

おおいにあった
　　17．4％

A
％N

M
まったくなかった
　　12．6％

蕪

あま蹴つた躍

図36女性広報誌担当前の男女共同参画への関心
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％
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な
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。
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別
に
み
た
の
が
図
39
、
図
4
0
、
図
4
1
で
あ
る
。
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」
女
性
は
、
九
一
・
○
％
と
高

率
な
の
に
対
し
、
男
性
は
七
六
・
○
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
4
0
）
。
ま
た
、
「
男
女
共
同
参
画
の
学
習
を
積
極
的
に
し
て
い
る
」
女

性
は
八
五
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
男
性
は
七
四
・
○
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
図
4
1
）
、
こ
こ
で
も
男
性
が
よ
り
低
率
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

⑥
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

　
女
性
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
に
携
わ
る
担
当
者
が
、
ど
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
、
設
問
に
、

「
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、
母
親
が
家
に
い
る
の
が
よ
い
」
「
女
の
子
は
女
の
子
ら
し
く
、
男
の
子
は
男
の
子
ら
し
く
育
て
る
の
が
よ

い
」
「
家
事
は
夫
婦
で
半
分
ず
つ
や
る
の
が
よ
い
」
の
三
つ
を
用
意
し
て
、
そ
れ
ら
の
賛
否
を
た
ず
ね
た
。
そ
の
結
果
、
図
4
2
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
「
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、
母
親
が
家
に
い
る
の
が
よ
い
」
に
関
し
て
は
、
八
一
・
二
％
が
、
ま
た
「
女
の
子
は
女

の
子
ら
し
く
、
男
の
子
は
男
の
子
ら
し
く
育
て
る
の
が
よ
い
」
に
関
し
て
は
、
九
〇
・
八
％
が
反
対
の
意
向
を
表
明
し
た
。
一
方
、

「
家
事
は
夫
婦
で
半
分
ず
つ
や
る
の
が
よ
い
」
に
つ
い
て
は
、
七
三
・
九
％
が
肯
定
的
意
向
を
示
し
た
。
お
お
む
ね
七
～
九
割
の
回
答

者
が
、
性
役
割
を
固
定
化
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
批
判
的
な
考
え
を
表
明
し
て
お
り
、
総
じ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
は
高
い
方
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
女
男
別
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に
差
が
み
ら
れ
る
。
図
4
3
、
図
4
4
、
図
4
5
は
、
上
記
三
問
へ
の
回
答
結
果
を
女

男
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、
母
親
が
家
に
い
る
の
が
よ
い
」
に
関
し
て
は
、
女
性
で
は
、
「
そ
う

は
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
八
九
・
○
％
を
占
め
た
の
に
対
し
、
男
性
で
は
六
〇
・
○
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
男
性
に
お
い
て
育

児
は
女
性
の
仕
事
で
あ
る
と
の
考
え
が
よ
り
強
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ぎ
に
「
女
の
子
は
女
の
子
ら
し
く
、
男
の
子
は
男
の
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子
ら
し
く
育
て
る
の
が
よ
い
」
に
関
し
て
は
、
女
性
は
九
四
・
二
％
が

「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
を
し
た
の
に
対
し
、
男
性
の
そ
れ
は
八

四
・
○
％
で
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
つ
い
た
。
ま
た
、
「
家
事
は
夫
婦

で
半
分
ず
つ
や
る
の
が
よ
い
」
に
関
し
て
は
、
女
性
の
七
八
・
七
％
が
肯

定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
の
肯
定
は
六
二
・
○
％
と
、
開
き
が
み
ら

れ
た
。
い
ず
れ
の
回
答
に
お
い
て
も
、
女
男
の
考
え
方
の
間
に
一
〇
～
二

九
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
の
開
き
が
あ
り
、
女
性
よ
り
男
性
の
方
に
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
に
対
し
て
保
守
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

3

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
行
動

ω
　
情
報
収
集
媒
体

　
多
く
の
行
政
職
に
あ
っ
て
は
、
担
当
業
務
に
関
連
し
た
法
令
、
国
や
他

の
地
方
自
治
体
の
動
き
、
民
間
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
、
地
域
住
民
の
二

ー
ズ
な
ど
に
関
す
る
様
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

男
女
共
同
参
画
行
政
事
業
の
一
環
で
あ
る
女
性
広
報
誌
の
担
当
者
も
、
例

外
で
は
あ
る
ま
い
。

　
そ
こ
で
、
回
答
者
た
ち
が
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
ど

100％80％60％40％20％0％

4．3％子どもが小さいうちは、母親が家にいるのがよい114．5％」5％　　　　　　　　　　　　　　　’812％　　　　　　　　　　　　　　羅欄，

　　灘灘蝋、欝一　一漁顎購灘灘蟻、羅、羅霧灘難灘
　／！

！

／

％　　　　　　　　90．8％　　　　　　　　　、i3．4％
羅到　1

女の子らしく・男の子らしく育てるのがよレ’醗

麟・81家事は夫婦で半分づつやるのがよい

圏そう思う團そうは思わない□NA

図42回答者のジェンダー意識
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の
よ
う
な
媒
体
か
ら
得
て
い
る
の
か
を
た
ず
ね
た
（
主
な
も
の
三
つ
以
内
の
複
数
回
答
）
。
そ
の
結
果
、
図
4
6
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
上
位
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
新
聞
（
六
七
・
六
％
）
、
行
政
広
報
誌
（
五
九
・
九
％
）
、
書
籍
（
四
〇
・
一
％
）
、
政
府
刊
行
物

（
三
八
・
六
％
）
、
切
り
抜
き
情
報
誌
（
二
五
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
女
男
別
に
み
て
み
る
と
、
図
4
7
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
書

籍
、
政
府
刊
行
物
、
切
り
抜
き
情
報
誌
は
女
性
に
用
い
ら
れ
る
割
合
が
よ
り
高
く
、
新
聞
、
行
政
広
報
誌
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
男
性
に

用
い
ら
れ
る
割
合
が
よ
り
高
い
。

自治体における女性広報誌発行の現状㈲（田中ほか）73

ω
　
情
報
収
集
に
利
用
す
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

　
つ
ぎ
に
、
回
答
者
た
ち
が
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
上
記
の
媒
体
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
を
た
ず
ね
た
（
主
な
も
の
三
つ
以
内
の
複
数
回
答
）
。
そ
の
結
果
、
図
4
8
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
講
座
・
講
演
会
が
六
〇
・
九
％
と
半
数
以
上
を
占
め
、
つ
い
で
所
管
内
の
女
性
施
策
担
当
者
（
四
〇
・
一
％
）
、
所

管
内
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
三
四
・
八
％
）
、
他
地
域
の
女
性
政
策
担
当
者
（
二
九
・
五
％
）
、
他
地
域
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
二
九
・
五

％
）
が
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
（
三
・
九
％
）
と
し
て
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
や
「
N
G
O
で
活
動
し

て
い
る
人
」
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
女
男
別
に
み
る
と
、
図
4
9
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
講
座
・
講
演
会
、
他
地
域
の
女
性
セ
ン

タ
ー
、
所
管
内
の
女
性
セ
ン
タ
ー
は
女
性
に
利
用
さ
れ
る
割
合
が
よ
り
高
く
、
所
管
内
の
女
性
政
策
担
当
、
他
地
域
の
女
性
政
策
担
当

は
男
性
に
利
用
さ
れ
る
割
合
が
よ
り
高
い
。
概
し
て
女
性
の
方
が
、
情
報
収
集
に
あ
た
っ
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、
多
様
な
施
設
・

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
利
用
し
、
情
報
収
集
に
あ
た
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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4

女
性
広
報
誌
に
関
す
る
意
識

ω
　
充
実
さ
せ
た
い
情
報

　
女
性
広
報
誌
の
担
当
者
は
、
男
女
共
同
参
画
（
女
性
問
題
・
男
女
平
等
問
題
）
情
報
の
中
で
も
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
情

報
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
調
査
で
は
、
三
五
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
優
先
度
の
高
い
順
に
五
つ
ま
で
選
ん

で
も
ら
っ
た
。

　
図
5
0
は
、
一
位
に
あ
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
五
点
、
以
下
二
位
に
四
点
、
三
位
に
三
点
、
四
位
に
二
点
、
五
位
に
一
点
を
与
え
て
計
算

し
た
集
計
結
果
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
が
五
九
六
点
と
他
項
目
に
抜

き
ん
出
て
ト
ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
女
性
広
報
誌
が
何
よ
り
も
そ
の
地
域
に
お
け
る
男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
最
重

点
目
標
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
二
位
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
（
三
七
一
点
）
、
三
位
に
「
国
の
女
性
政
策
」
（
二
六

一
点
）
、
四
位
に
「
女
性
と
暴
力
」
（
…
二
九
点
）
、
そ
し
て
五
位
に
「
女
性
の
生
き
方
」
（
一
九
一
点
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
充
実
さ
せ
た
い
情
報
の
テ
ー
マ
と
し
て
こ
れ
ら
に
続
い
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
女
性
と
労
働
」
（
一
五
八
点
）
、
「
人
権
」

（
一
二
四
点
）
、
「
男
性
の
生
き
方
」
（
八
四
点
）
で
あ
っ
た
。
一
方
、
政
治
、
年
金
・
税
制
、
高
齢
社
会
な
ど
を
あ
げ
た
人
は
少
な
く
、

ま
た
施
設
案
内
、
催
し
物
案
内
、
行
政
案
内
な
ど
の
案
内
情
報
も
優
先
度
は
高
く
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ど
の
テ
！
マ
に
関
す
る
情
報
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
か
を
女
男
別
に
み
て
み
る
と
（
グ
ラ
フ
は
省
略
）
、
上
位

五
位
は
、
女
性
で
は
「
地
域
の
女
性
政
策
」
（
四
四
七
点
）
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
（
二
九
七
点
）
、
「
国
の
女
性
政
策
」
（
一
八
七
点
）
、
「
女

性
と
暴
力
」
（
一
七
五
点
）
、
「
女
性
の
生
き
方
」
（
一
四
五
点
）
の
順
、
男
性
で
は
、
「
地
域
の
女
性
政
策
」
（
一
四
九
点
）
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
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1
」
（
七
四
点
）
、
「
国
の
女
性
政
策
」
（
七
四
点
）
、
「
女
性
と
暴
力
」
（
六
四
点
）
、
「
女
性
の
生
き
方
」
（
四
六
点
）
の
順
と
な
り
、
充
実

さ
せ
た
い
情
報
の
優
先
順
位
に
は
、
性
別
に
よ
る
違
い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
女
性
で
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
「
国
の
政

策
」
の
得
点
間
に
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
で
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

「
国
の
政
策
」
と
が
同
じ
得
点
で
、
ウ
ェ
イ
ト
が
等
し
い
点
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
充
実
さ
せ
た
い
情
報
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
一
位
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
単
独
で
の
集
計
も
行
っ
た
が
（
グ
ラ
フ
は
省
略
）
、
前

述
の
加
重
計
算
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
の
は
「
地
域
の
女
性
政

策
」
で
四
〇
・
六
％
、
つ
い
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
二
〇
・
三
％
、
以
下
、
大
き
く
離
れ
て
「
国
の
女
性
政
策
」
七
・
七
％
、
「
女
性
の

生
き
方
」
五
・
八
％
、
「
女
性
と
暴
力
」
五
・
三
％
が
続
い
た
。

ω
　
女
性
広
報
誌
の
周
知
度
・
有
用
性

　
そ
れ
で
は
回
答
者
た
ち
は
、
自
ら
が
企
画
・
編
集
・
発
行
し
て
い
る
女
性
広
報
誌
の
周
知
度
や
有
用
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
広
報
誌
の
周
知
度
に
関
し
て
は
、
図
51
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
広
報
誌
は
、
地
域
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」
か
と
の
問
い
に

六
四
・
七
％
、
回
答
者
の
お
よ
そ
三
分
の
二
が
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
の
に
対
し
、
「
そ
う
思
う
」
と
し
た
者
は
三
〇
・

九
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
の
地
域
で
の
周
知
度
は
あ
ま
り
高
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
女
性
広
報
誌
の
有
用
性
に
関
し
て
は
、
「
地
域
の
男
女
平
等
意
識
の
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
考
え
る
回
答
者
は

八
五
・
五
％
と
多
く
、
ま
た
「
行
政
職
員
の
男
女
平
等
意
識
の
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
す
る
者
も
、
七
二
・
四
％
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
が
地
域
に
お
け
る
男
女
平
等
意
識
の
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
今
後
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は
、
女
性
広
報
誌
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
考
え
出

す
こ
と
が
、
最
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
前
号
（
上
）
で
紹
介
し
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
、
全
戸
配
布
を
し
て
い
る
自
治
体
は
三
〇
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
「
地
方
の
責
務
」
を
果
た
す
た
め
に

も
、
自
治
体
に
よ
る
地
域
の
人
た
ち
へ
の
有
効
な
広
報
対
策
が
望
ま
れ
る
。

　
図
52
、
図
53
、
図
5
4
は
、
女
男
別
に
み
た
女
性
広
報
誌
の
地
域
で
の
周
知
度

お
よ
び
有
用
性
に
関
す
る
回
答
者
の
認
識
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
「
地
域

で
知
ら
れ
て
い
る
」
か
否
か
に
関
し
て
、
「
そ
う
思
う
」
人
が
、
女
性
に
お
い

て
は
二
七
・
七
％
に
と
ど
ま
る
と
い
う
、
よ
り
“
悲
観
的
”
傾
向
が
、
男
性
に

お
い
て
は
四
二
・
○
％
い
る
と
い
う
、
よ
り
“
楽
観
的
”
傾
向
が
み
ら
れ
た
点

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
に
対
す
る
住
民
の
認
知
度
に
関
す
る
認

識
に
は
、
女
男
差
が
生
じ
て
い
る
。

　
一
方
、
「
地
域
の
平
等
意
識
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
」
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

「
そ
う
思
う
」
が
女
性
で
八
七
・
一
％
、
男
性
で
八
四
・
○
％
と
、
ほ
と
ん
ど

差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
行
政
職
員
の
男
女
平
等
意
識
の
形
成
に
役

立
っ
て
い
る
」
か
否
に
つ
い
て
は
、
「
そ
う
思
う
」
が
、
女
性
七
四
・
九
％
に

対
し
て
、
男
性
六
八
・
○
％
と
、
女
性
の
方
が
庁
内
に
お
け
る
平
等
意
識
醸
成

に
あ
た
っ
て
の
女
性
広
報
誌
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
評
価
を
下
す
割

100％80％60％40％20％0％

4．3％6生7％灘灘．繍
　　　　　　　　　　霧羅

畷・

雛地域でよく知られている

／

地域の男女平等意識形成に役立っている

23．7％霧嚢13．9％行政職員の男女平等意識形成に役立っている

圏そう思う図そう思わない□NA

図51女性広報誌の周知度および有用度
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自治体における女性広報誌発行の現状㈲（田中ほか）81

合
が
よ
り
高
か
っ
た
。

⑥
　
編
集
・
発
行
に
あ
た
っ
て
の
苦
労

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
回
答
者
は
、
平
均
担
当
年
数
が
、
一
・
五

八
年
と
、
女
性
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
経
験
が
か
な
ら
ず
し
も
長
く
な

い
。
そ
う
し
た
回
答
者
に
、
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
・
発
行
に
際
し
て

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
、
七
項
目
に
分
類
し
て

た
ず
ね
る
と
同
時
に
、
苦
労
の
具
体
的
な
内
容
を
記
述
し
て
も
ら
っ

た
。　

そ
の
結
果
、
図
5
5
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
企
画
・
編
集
の
技
術
面
」

で
の
悩
み
が
最
も
多
く
、
回
答
者
の
半
数
に
あ
た
る
四
九
・
三
％
が
あ

げ
、
以
下
「
人
材
面
」
四
一
・
一
％
、
「
予
算
面
」
三
九
・
一
％
、
「
時

間
（
締
切
り
、
納
期
な
ど
）
」
三
四
・
三
％
が
続
い
た
。

　
「
企
画
・
編
集
の
技
術
面
」
で
の
苦
労
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
と

し
て
は
、
編
集
割
り
付
け
や
書
体
な
ど
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
等

の
専
門
知
識
・
専
門
技
術
の
不
足
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
ま
た

見
出
し
づ
く
り
や
言
語
表
現
の
難
し
さ
、
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫

の
難
し
さ
、
企
画
の
難
し
さ
や
ト
ピ
ッ
ク
ヘ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
難
し
さ

　（％）

60r
49．3％

439。1％

34．3％

％

17．9％20．8％

一
撫、｛訟

8．2％
、
　
講
騨

晒
脳
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化避！．〆，評〆。

〆
！

図55企画・編集・発行にあたり苦労していること
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な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
「
職
員
も
未
熟
で
あ
り
、
特
に
企
画
編
集
な
ど
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
者
ば
か
り
の
た
め
、
毎
回
不
安

だ
ら
け
の
発
行
で
あ
る
」
「
市
民
公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
の
対
応
は
、
専
門
性
を
求
め
て
い
く
上
で
限
界
が
あ
る
」
な
ど

は
、
そ
の
典
型
的
な
記
述
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
「
人
材
面
」
で
の
苦
労
に
関
す
る
自
由
記
述
で
は
、
公
募
編
集
委
員
の
応
募
が
少
な
い
た
め
の
選
定
・
人
員
確
保
の
困
難

さ
を
あ
げ
る
も
の
が
最
も
目
立
っ
た
。
つ
い
で
、
担
当
者
が
少
な
い
た
め
の
忙
し
さ
や
企
画
・
編
集
上
の
い
き
づ
ま
り
、
女
性
問
題
お

よ
び
編
集
技
術
に
関
す
る
専
門
性
を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
、
ま
た
公
募
委
員
と
の
お
よ
び
公
募
委
員
間
の
意
識
の
違
い
に
由
来
す

る
協
働
の
難
か
し
さ
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
「
予
算
面
」
に
関
し
て
は
、
予
算
不
足
に
よ
る
発
行
部
数
の
制
約
に
つ
い
て
ふ
れ
る
も
の
が
、
自
由
記
述
の
大
多
数
を
占

め
て
い
た
。
全
戸
配
布
を
し
た
い
が
で
き
な
い
状
況
、
予
算
が
削
ら
れ
て
全
戸
配
布
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
状
況
な
ど
が

綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
不
足
ゆ
え
の
発
行
回
数
の
少
な
さ
、
ぺ
ー
ジ
数
の
少
な
さ
、
カ
ラ
ー
ぺ
ー
ジ
の
少
な
さ
、
印
刷
の
質
の

低
下
な
ど
に
も
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
内
部
印
刷
に
切
り
替
え
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
取
材
費
や

謝
礼
が
出
せ
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
悩
み
も
綴
ら
れ
て
い
た
。

　
第
四
に
、
「
時
間
」
に
関
し
て
は
、
公
募
編
集
委
員
と
の
時
間
調
整
の
大
変
さ
が
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
公
募
の
外
部
委
員
に
は
、

日
中
仕
事
を
し
て
い
る
人
や
、
逆
に
日
中
し
か
空
か
な
い
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
る
た
め
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
大
変

で
あ
り
、
ま
た
業
務
時
問
内
に
編
集
会
議
を
も
つ
こ
と
が
難
か
し
い
場
合
が
あ
る
。
自
由
記
述
で
は
、
そ
う
い
っ
た
困
難
さ
が
述
べ
ら

れ
て
い
た
ほ
か
、
他
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
の
編
集
・
発
行
の
大
変
さ
、
年
二
回
か
ら
四
回
の
発
行
に
追
わ
れ
が
ち
な
こ
と
な
ど
も

多
く
言
及
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
回
答
者
の
四
分
の
一
が
あ
げ
て
い
た
「
情
報
や
ネ
タ
の
不
足
」
に
関
し
て
は
、
市
民
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
不
足
、
人
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材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
乏
し
さ
な
ど
が
、
ま
た
、
二
割
の
人
が
あ
げ
た
「
行
政
広
報
誌
ゆ
え
の
制
約
」
に
関
し
て
は
、
中
立
性
へ
の
配

慮
、
誰
に
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
た
め
の
配
慮
、
内
容
が
堅
く
な
り
が
ち
な
こ
と
な
ど
が
、
苦
労
す
る
点
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
以
上
の
回
答
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
と
厳
し
い
予
算
状
況
の
中
で
、
半
ば
「
素
人
」
の
市
民
と
協
働
し
、
他
の
業
務
と
兼
務
し
な

が
ら
定
期
発
行
を
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
苦
労
が
推
察
さ
れ
る
。
最
も
多
か
っ
た
技
術
面
で
の
困
難
さ
に
関
し
て
い
え
ば
、
た

と
え
ば
、
国
や
大
都
市
の
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
予
算
的
に
も
、
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
で
も
比
較
的
余
裕
の
あ
る
と
こ
ろ
が
、
よ

り
小
規
模
な
自
治
体
の
担
当
者
や
公
募
市
民
向
け
に
、
編
集
ス
キ
ル
研
修
を
行
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
女
性

広
報
誌
の
企
画
・
編
集
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
テ
キ
ス
ト
を
作
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
担
当
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

5

女
性
広
報
誌
発
行
お
よ
び
女
性
行
政
に
関
す
る
意
識

qD

　
自
由
記
述
内
容
の
内
訳

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
は
、
最
終
の
部
分
で
、
女
性
広
報
誌
の
発
行
お
よ
び
女
性
行
政
に
関
し
て
、
回
答
者
が
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
記
述
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
部
で
六
八
件
の
自
由
記
述
が
寄
せ
ら
れ
た
。
記
載
率
は
三
二
・
九
％

で
、
回
答
者
の
三
人
に
一
人
が
記
述
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
内
容
は
、
女
性
広
報
誌
発
行
に
関
す
る
も
の
と
女
性
行
政
に
関
す
る
も
の
と
に
大
き
く
二
分
さ
れ
、
一
記
述
中
に
複
数
の
内
容
が
含

ま
れ
る
も
の
は
、
一
内
容
一
件
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
女
性
広
報
誌
に
関
す
る
も
の
が
六
二
件
、
女
性
行
政
に
関
す
る
も
の
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が
ニ
ニ
件
と
な
っ
た
。

　
女
性
広
報
誌
発
行
に
関
す
る
自
由
記
述
は
、
さ
ら
に
六
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
訳
は
、
①
読
者
層
の
拡
大
に
関
す
る

も
の
二
八
件
、
②
配
布
機
会
の
拡
大
に
関
す
る
も
の
八
件
、
③
誌
面
内
容
の
工
夫
に
関
す
る
も
の
八
件
、
④
市
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
に
関
す
る
も
の
八
件
、
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
難
し
さ
に
関
す
る
も
の
四
件
、
⑥
そ
の
他
六
件
で
あ
っ
た
。

　
女
性
行
政
に
関
す
る
自
由
記
述
二
二
件
に
関
し
て
は
、
意
識
改
革
の
難
し
さ
に
関
す
る
も
の
、
庁
内
の
取
り
組
み
に
関
す
る
も
の
、

そ
し
て
行
政
の
仕
組
み
と
女
性
施
策
に
関
す
る
も
の
に
お
お
む
ね
三
分
さ
れ
た
。

②
　
女
性
広
報
誌
発
行
に
関
し
て

①
読
者
層
の
拡
大

　
女
性
広
報
誌
の
発
行
に
関
す
る
回
答
者
た
ち
の
最
も
切
実
な
願
い
は
、
自
分
た
ち
が
企
画
・
編
集
・
発
行
す
る
広
報
誌
を
、
い
か
に

多
く
の
人
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
女
性
広
報
誌
発
行
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
の
三
割
が
、
読
者
層
の

拡
大
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。

　
読
者
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、
「
誰
も
が
手
に
と
っ
て
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
広
報
誌
と
し
た
い
」
の
よ
う
に
、
広
く
一
般
的
な
読
者

を
措
定
し
た
記
述
と
、
具
体
的
な
読
者
層
を
措
定
し
た
記
述
の
二
種
類
が
み
ら
れ
た
が
、
後
者
の
方
が
多
か
っ
た
。

　
前
者
の
、
特
に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
に
よ
り
広
く
、
一
人
で
も
多
く
読
者
を
増
や
し
た
い
と
す
る

記
述
の
例
と
し
て
は
、
「
い
か
に
広
く
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
に
す
る
か
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
啓
発
を
い
か
に
進
め
る
か

が
課
題
で
あ
る
」
「
幅
広
く
、
多
く
の
方
々
に
、
広
報
誌
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、
と
ら
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
「
読
者
層
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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一
方
で
は
、
「
市
民
の
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
女
性
広
報
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
底
辺
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
女

性
問
題
の
基
礎
を
繰
り
返
し
特
集
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
点
、
女
性
問
題
を
よ
く
勉
強
さ
れ
、
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
る

方
に
は
も
の
足
り
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
知
識
ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
読
者
層
を
同
時
に
対
象
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
実
に
戸
惑
う
記
述
も
み
ら
れ
た
。
女
性
広
報
誌
の
対
象
を
広
く
措
定
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
“
広
く
浅
く
”
の

内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
公
的
広
報
に
は
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
一
般
的
な
認
知
度
を
高
め
る
役
割
を
第
一
義
的
に
付
与
し
、
よ
り
高
度
な
知
識
・
情
報
を
求
め
る
読
者
に
対
し
て
は
、
他
の
専
門
的

な
媒
体
・
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
発
展
的
な
学
習
を
可
能
に
す
る
回
路
を
作
り
出
す
工
夫
が
、
も
っ
と
模
索
さ
れ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
具
体
的
な
読
者
層
に
言
及
し
て
拡
大
を
望
む
例
と
し
て
は
、
「
男
女
共
同
参
画
と
い
う
テ
ー
マ
、
概
念
を
全
く
聞
い
た
こ

と
も
な
い
人
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
こ
と
ば
を
知
ら
な
い
人
た
ち
」
「
男
女
共
同
参
画
に
興
味
の
な
い
人
」
「
男
性
」
「
若
い
人
」
「
年

配
の
人
」
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
女
性
広
報
誌
の
読
者
拡
大
に
は
、
こ
れ
ら
男
女
共
同
参
画
非
認
知
層
の
各
セ
グ
メ
ン
ト
を

対
象
と
し
た
読
者
開
拓
が
大
事
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
本
当
に
D
V
や
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
女
性

に
は
手
が
と
ど
か
な
い
」
「
な
か
な
か
情
報
を
欲
す
る
人
に
届
い
て
い
な
い
」
と
い
う
記
述
も
み
ら
れ
、
読
ん
で
も
ら
い
た
い
人
、
本

当
に
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
は
な
か
な
か
届
い
て
い
な
い
も
ど
か
し
さ
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
読
者
層
の
拡
大
を
図
り
た
い
と
い
う
記
述
の
中
に
は
、
「
男
女
共
同
参
画
と
い
う
内
容
だ
け
に
、
市
民
の
大
多

数
の
関
心
が
低
い
」
「
全
て
の
人
に
共
感
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
」
「
無
理
な
く
理
解
し
て
も
ら
い
」
「
い
か
に
ア
レ
ル
ギ
ー
な

く
読
ん
で
も
ら
え
る
か
」
な
ど
の
文
言
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
読
者
に
、
男
女
平
等
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
な
ど
に
対
す
る
一
種
の

“
構
え
”
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
づ
か
い
か
ら
う
か
が
え
、
こ
う
い
っ
た
“
構
え
”
の
あ
る
人
び
と
を
ど
う
読
者
に
し
て
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ゆ
く
か
が
、
担
当
者
と
し
て
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
よ
う
だ
。

②
配
布
機
会
の
拡
大

　
読
者
層
の
拡
大
の
た
め
、
ま
た
必
要
と
す
る
人
に
広
報
誌
を
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
は
、
媒
体
の
効
果
的
な
配
布
方
法
や
適
切
な

発
行
部
数
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
重
要
で
あ
る
。

　
配
布
機
会
の
拡
大
に
分
類
し
た
自
由
記
述
は
、
「
市
民
の
認
知
度
が
低
い
。
情
報
誌
の
配
布
方
法
を
検
討
し
、
周
知
度
を
上
げ
た
い
」

「
学
校
の
P
T
A
な
ど
の
組
織
を
利
用
し
て
配
布
し
て
い
く
方
法
が
、
意
識
を
も
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
配
布
数
を
増
や
し
て
い
く
方
法

の
一
つ
と
考
え
て
い
る
」
「
予
算
、
ス
タ
ッ
フ
が
も
っ
と
充
実
す
れ
ば
年
四
回
（
季
刊
）
く
ら
い
の
発
刊
が
望
ま
し
い
」
な
ど
の
、
地

域
住
民
へ
の
周
知
度
向
上
の
た
め
の
広
報
誌
の
配
布
方
法
・
配
布
先
・
発
行
回
数
等
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
な
か
に
は
全
戸
配
布
の
希
望
を
表
明
し
た
回
答
者
も
数
名
い
た
。

　
し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
は
、
既
存
の
紙
媒
体
に
お
け
る
予
算
、
ぺ
ー
ジ
数
、
発
行
回
数
、
配
布
場
所
な
ど
の
制
約
か
ら
、
今
後
は

「
必
要
な
と
き
に
い
つ
で
も
取
り
寄
せ
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
早
く
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
る
」
「
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
な
手
段
（
イ
ン
タ
…
ネ
ッ
ト
の
活
用
）
を
考
え
て
い
き
た
い
」

「
メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
活
字
に
よ
る
広
報
誌
で
は
限
界
が
あ
る
」
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
媒
体
利
用
へ
の
意
向
を
示
唆
す

る
記
述
も
み
ら
れ
た
。

　
現
在
多
く
の
自
治
体
が
、
自
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
有
し
て
い
る
。
今
後
は
、
右
に
引
用
し
た
よ
う
な
理
由
か

ら
、
女
性
政
策
に
関
す
る
広
報
の
ウ
ェ
ブ
配
信
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
ゆ
く
と
推
測
さ
れ
る
。
一
か
ら
女
性
広
報
誌
専
門
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
入
力
し
、
ま
た
、
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
を
更
新
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
く
た
め
に
は
か
な
り
の
予
算
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
制
作
し
た
女
性
広
報
誌
を
P
d
f
フ
ァ
イ
ル
化
し
、
す
で
に
あ
る
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
す
る
だ
け
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な
ら
ば
、
比
較
的
低
予
算
で
す
む
と
考
え
ら
れ
る
。
P
d
f
フ
ァ
イ
ル
に
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
も
の
と
な
る
紙
媒
体
の
広
報
誌
を
少

部
数
で
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
、
大
量
の
印
刷
部
数
を
確
保
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
節
約
さ
れ
た
予

算
分
だ
け
、
紙
媒
体
の
ぺ
ー
ジ
数
や
カ
ラ
ー
ぺ
ー
ジ
の
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
配
布
場
所
を
ど
こ
に
す
る
か
に
頭
を

悩
ま
す
こ
と
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
読
者
は
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
女
性
広
報
誌
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
広
報
誌
を
保
存
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
現
状
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
所
有
率
・
普
及
率
は
ま
だ
充
分
で
は
な
く
、
ま
た
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
ス
キ
ル
の
修
得
が
不
充
分
で
不
得
手

な
人
が
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
存
在
す
る
な
ど
、
女
性
広
報
誌
の
ウ
ェ
ブ
化
が
、
「
切
実
に
情
報
が
欲
し
い
人
」
に
確
実
に
到
達
す
る

手
段
と
な
る
に
は
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
を
要
し
そ
う
で
あ
る
。

　
③
誌
面
づ
く
り
・
誌
面
内
容
の
工
夫

　
「
広
報
誌
は
、
啓
発
の
手
段
と
し
て
大
変
有
効
だ
と
思
い
ま
す
が
、
読
ん
で
も
ら
え
な
く
て
は
何
の
意
味
も
な
い
と
考
え
ま
す
。
何

を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
何
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
、
『
読
み
た
く
な
る
』
広
報
誌
を
発
行
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」
と
い
う
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
由
記
述
に
は
、
広
報
誌
の
テ
ー
マ
や
切
り
口
、
編
集
の
仕
方
な
ど
、
誌
面
づ
く

り
や
誌
面
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
も
多
い
。
こ
れ
ら
誌
面
づ
く
り
・
誌
面
内
容
の
工
夫
に
つ
い
て
の
記
述
は
お
お
よ
そ
四
つ
に
分

け
ら
れ
る
。

　
第
一
は
「
わ
か
り
や
す
い
誌
面
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
、
た
と
え
ば
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
情
報
提
供
の
充
実
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
た
い
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉

を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
も
、
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
誌
に
し
た
い
」
「
時
宜
に
応
じ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
か
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
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わ
か
り
や
す
さ
は
、
第
二
の
「
テ
ー
マ
選
び
」
と
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
「
広
報
紙
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
毎
回
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
。
国
内
外
の
動
き
を
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
活
字
に
す
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
市
民
に
、
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
紙
面
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
」
「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
身
近
な
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
け
る

の
か
、
さ
ら
に
は
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
」
「
な
る
べ
く
身
近
な
問
題
を
取
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の

よ
う
に
、
「
身
近
さ
」
が
テ
ー
マ
選
び
の
要
諦
で
あ
る
と
の
指
摘
が
み
ら
れ
た
。

　
上
記
は
い
ず
れ
も
内
容
の
わ
か
り
や
す
さ
・
身
近
さ
に
関
す
る
言
及
だ
が
、
第
三
に
「
デ
ザ
イ
ン
の
み
や
す
さ
」
を
第
一
義
的
に
掲

げ
、
「
広
報
誌
は
ま
ず
手
に
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
内
容
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
デ
ザ
イ
ン
面
も
重
視
し
て
作
成
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
た
記
述
も
み
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
第
四
に
、
広
報
誌
の
「
継
続
発
行
」
と
い
う
特
性
を
と
ら
え
て
、
「
広
報
誌
と
い
う
の
は
、
継
続
し
て
発
行
で
き
る
と
い

う
特
徴
が
あ
る
の
で
、
正
面
か
ら
”
男
女
共
同
参
画
”
を
解
説
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
一
号
ご
と
に
、
切
り
口
を
変
え
、
全
体
と

し
て
読
者
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
も
の
と
し
た
い
と
思
う
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　
④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
難
し
さ

　
自
由
記
述
の
中
に
は
、
「
性
別
を
越
え
た
視
点
の
設
定
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
」
「
『
差
別
と
区
別
』
『
男
女
の
特
性
』
を
ど
う
考
え
る

か
、
非
常
に
難
し
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
テ
ー
マ
が
も
つ
難
し
さ
を
あ
げ
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
記

述
に
は
、
回
答
者
自
体
が
、
ま
だ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男
女
共
同
参
画
の
問
題
に
つ
い
て
充
分
な
認
識
や
知
識
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
実

情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
女
性
広
報
誌
担
当
の
部
署
へ
配
置
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
自
明
視
し
て
き
た
自

分
の
両
性
関
係
に
関
す
る
考
え
と
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
担
当
者
と
し
て
持
つ
べ
き
視
点
と
の
間
の
齪
齪
は
必
ず
し
も
解
消
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
“
戸
惑
い
”
と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
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そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
ど
の
担
当
者
が
女
性
広
報
誌
部
門
に
人
事
配
置
さ
れ
て
き
て
も
戸
惑
わ
な
い
よ
う
な
、
庁

内
全
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
お
よ
び
担
当
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
修
が
、
切
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の
必
要
性
は
、
「
女
性
行
政
は
生
活
全
般
に
及
ぶ
も
の
で
非
常
に
範
囲
が
広
く
、
広
報

誌
を
作
る
際
も
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
他
の
部
課
と
の
関
連
が
深
く
な
り
、
担
当
課
と
の
調
整
に
気
を
使
う
」
と
の
記
述
に
も
、
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
市
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　
女
性
広
報
誌
に
よ
る
市
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
市
民
が
女
性
広
報
誌
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ
る

側
面
と
、
市
民
が
広
報
誌
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
が
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
側
面
の
、
双
方
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
。

　
前
者
の
例
と
し
て
は
、
「
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い
、
学
習
の
き
っ
か
け
、
自
分
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
役
立
て
れ
ば
よ
い
と
思
う
」
「
読
ん
で
も
ら
え
て
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
」
「
さ
さ
や
か
な
情
報

誌
で
あ
る
が
、
読
ま
れ
た
方
が
“
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
み
よ
う
”
と
か
“
こ
の
本
が
読
ん
で
み
た
い
な
”
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」
な
ど
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
へ
の
気
づ
き
や
行
動
に
結
び
つ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、
「
編
集
作
業
に
、
市
民
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
啓
発
に
な
る
の
で
よ
い
と
思

い
ま
す
」
「
公
募
の
市
民
ス
タ
ッ
フ
が
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
、
今
後
地
域
で
活
動
し
て
い
く
支
援
を
し
た
い
」
な
ど
、
企
画
・
編

集
・
発
行
に
公
募
委
員
が
入
る
こ
と
が
、
市
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、
「
行
政
だ
け
で
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
視
点
を
大
切
に
し
て
い
き
た
く
、
市
民
参
加
で
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
編

集
委
員
の
力
量
、
や
る
気
に
よ
っ
て
、
他
の
作
成
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
案
中
で
す
」
と
の
記
述
も
あ
っ
た
。
公
募
編
集
委

員
の
力
量
不
足
や
や
る
気
の
稀
薄
さ
に
悩
む
担
当
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
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⑥
　
そ
の
他

　
そ
の
他
の
自
由
記
述
と
し
て
は
、
「
広
報
の
役
割
は
重
要
」
「
こ
れ
か
ら
は
市
民
参
加
で
取
り
組
み
た
い
」
「
読
者
か
ら
の
感
想
や
意

見
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
ほ
か
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

　
一
つ
は
、
他
の
職
場
を
定
年
後
に
女
性
広
報
誌
担
当
と
な
っ
た
回
答
者
に
よ
る
も
の
で
、
「
二
〇
〇
〇
年
三
月
定
年
を
迎
え
第
二
の

職
場
と
し
て
今
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
セ
ン
タ
ー
通
信
が
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
頑
張
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
を
築
い
て
い
く
…
”
今
の
若
い
人
た

ち
は
よ
い
時
代
に
仕
事
、
結
婚
、
出
産
…
”
と
恵
ま
れ
て
い
る
な
あ
”
　
と
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
」
と
、
自
分
が
若
か
っ
た
こ
ろ

の
状
況
と
現
状
を
比
較
し
た
感
懐
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
「
専
門
性
を
持
た
な
い
職
員
（
全
て
の
職
員
が
三
～
四
年
で
替
わ
る
と
い
う
人
事
異
動
の
対
象
で
あ
る
）
が
文
責
を

負
う
こ
と
は
相
当
の
困
難
を
伴
う
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
な
女
性
広
報
誌
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
の
人
事
に
関
連
し

て
、
短
い
担
当
期
間
の
間
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
充
分
理
解
し
、
広
報
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
困
難
さ
を
訴
え
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。⑥

　
女
性
行
政
に
関
し
て

　
女
性
行
政
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
は
一
三
件
で
、
女
性
広
報
誌
に
関
す
る
記
述
と
比
べ
る
と
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね
、

意
識
改
革
の
難
し
さ
に
関
す
る
も
の
、
庁
内
の
取
り
組
み
に
関
す
る
も
の
、
そ
し
て
女
性
行
政
の
仕
組
み
と
女
性
施
策
に
関
す
る
も
の

に
三
分
さ
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
意
識
改
革
の
難
し
さ
に
つ
い
て
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
意
識
改
革
の
難
し
さ
を
常
に
感
じ
て
い
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る
」
「
『
二
一
世
紀
は
共
生
の
時
代
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
社
会
の
し
く
み
や
個
人
の
習
慣
の
中
で
培
わ
れ
た
常
識
に
疑

問
を
持
つ
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
学
校
現
場
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
を
進
め
て
い
く
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」
の
ほ
か
に
、
「
長
い
間
培
わ
れ
て
き
た
人
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
す
。
頭
で
理
解
し
て

も
（
学
習
す
れ
ば
可
）
、
現
実
に
家
庭
や
地
域
職
場
で
の
行
動
変
容
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
（
女
性
も
男
性
も
）
。
私
た
ち
も
あ
せ
ら
ず
、
多

く
の
県
民
の
二
ー
ズ
を
読
み
と
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
間
口
・
奥
行
き
を
深
め
る
た
め
の
事
業
展
開
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
「
女
性
政
策
と
い
う
と
『
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
』
と
い
う
生
き
方
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
そ

う
で
は
な
く
、
固
定
的
な
役
割
分
担
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
生
き
方
の
選
択
肢
を
広
げ
る
政
策
だ
と
い
う
こ
と
を
市
民
の

方
々
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
」
な
ど
、
意
識
改
革
の
困
難
さ
の
認
識
を
ふ
ま
え
て
、
学
校
、
家
庭
、
職
場
、
地
域

な
ど
、
様
ざ
ま
な
場
で
こ
の
問
題
に
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と
の
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

　
第
二
に
、
庁
内
の
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
「
全
庁
的
な
取
り
組
み
が
必
要
」
「
担
当
課
は
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
機
構
改
革

が
必
要
。
担
当
者
と
し
て
や
り
に
く
い
」
「
意
識
啓
発
の
た
め
の
予
算
ア
ッ
プ
。
教
育
機
関
と
の
連
携
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
記
述
に
は
、
女
性
行
政
の
効
果
的
な
推
進
は
、
単
に
女
性
政
策
担
当
部
署
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
女
性
政
策
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
と
諸
部
署
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
の
女
性
行
政
の
仕
組
み
と
女
性
施
策
に
関
し
て
は
、
「
行
政
主
導
で
は
な
い
地
域
の
う
ね
り
か
ら
活
性
化
し
て
い
く
よ
う
な
女

性
行
政
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
仕
組
み
作
り
が
非
常
に
難
し
い
」
「
女
性
行
政
の
範
囲
は
広
く
、
様
々
な
価
値
観
の
上
に
立
ち
、

施
策
を
絞
り
こ
む
こ
と
が
大
変
む
ず
か
し
い
」
コ
部
の
市
民
・
議
員
だ
け
で
な
く
、
庁
内
、
市
民
に
共
感
の
得
ら
れ
る
施
策
は
何
な

の
か
頭
が
痛
い
」
「
女
性
施
策
の
評
価
は
な
か
な
か
困
難
で
、
社
会
の
中
で
の
女
性
問
題
へ
の
理
解
・
認
識
が
ど
の
程
度
で
あ
る
の
か

実
感
し
に
く
い
」
な
ど
、
住
民
と
も
協
働
す
る
女
性
行
政
の
仕
組
み
づ
く
り
、
多
様
な
価
値
観
を
ふ
ま
え
た
施
策
内
容
の
絞
り
込
み
、
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女
性
施
策
に
対
す
る
評
価
な
ど
の
難
し
さ
に
つ
い
て
の
所
感
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
『
女
性
行
政
』
『
女
性
問
題
へ
の
取
り
組
み
』

と
し
て
従
来
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
『
男
女
共
同
参
画
』
と
い
う
言
葉
に
混
乱
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
」
と
い

う
、
「
女
性
問
題
」
か
ら
「
男
女
共
同
参
画
」
へ
と
施
策
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
戸
惑
い
の
声
も
聞
か
れ
た
。

1

VI

女
性
広
報
誌
の
問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の
課
題

女
性
広
報
誌
発
行
に
お
け
る
問
題
点

　
本
稿
で
は
、
女
性
広
報
誌
が
、
第
一
期
「
女
性
問
題
・
女
性
行
政
啓
発
時
代
」
（
一
九
七
七
年
～
一
九
八
五
年
）
、
第
二
期
「
女
性
問

題
・
女
性
行
政
推
進
時
代
」
（
一
九
八
六
年
～
一
九
八
九
年
）
、
第
三
期
「
女
性
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
」
（
一
九
九
〇
年
～
一
九
九

九
年
）
を
経
て
、
現
在
は
第
四
期
「
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
へ
向
け
て
」
（
二
〇
〇
〇
年
以
降
）
に
あ
る
と
い
う
流
れ
を
あ
と
づ
け

た
の
ち
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
、
全
国
の
自
治
体
の
女
性
政
策
担
当
部
署
お
よ
び
女
性
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
行
っ
た
、
女
性
広
報

誌
づ
く
り
の
実
態
お
よ
び
担
当
者
の
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
二
〇
七
件
の
回
答
に
関
す
る
分
析
を
、
前
号
（
上
）
お
よ

び
本
号
（
下
）
の
二
回
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
主
要
な
問
題
点
は
、
以
下
の
七
つ
に
集
約
で
き
よ
う
。

　
ー
　
ス
タ
ッ
フ
構
成
の
女
男
比
の
偏
り
の
問
題

　
2
　
女
性
広
報
誌
発
行
の
予
算
の
問
題

　
3
　
女
性
広
報
誌
の
普
及
度
向
上
の
問
題
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4
　
担
当
者
の
意
識
の
問
題

5
　
企
画
・
編
集
・
制
作
の
た
め
の
ス
キ
ル
の
問
題

6
　
市
民
と
の
協
働
の
問
題

7
　
女
性
広
報
誌
を
支
え
る
女
性
政
策
の
問
題

本
稿
の
最
後
に
あ
た
る
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
要
約
し
、

2

問
題
点
の
解
決
に
む
け
て

そ
の
解
決
に
む
け
た
方
途
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。

ω
　
ス
タ
ッ
フ
構
成
に
お
け
る
女
男
比
の
偏
り
の
是
正

　
第
一
の
問
題
点
は
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
女
男
比
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
回
答
の
あ
っ
た
二
〇
七
件
の
行
政
・
委
託
・
公
募
・
そ

の
他
全
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
た
全
一
二
九
五
人
の
女
男
比
は
、
八
一
・
八
％
対
一
八
・
二
％
と
、
男
性
は
女
性
の
四
分
の
一
で
、
男
性

の
い
な
い
広
報
誌
は
八
六
誌
（
四
割
）
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
最
も
人
数
の
多
い
行
政
担
当
者
（
四
六
四

人
）
の
女
男
比
は
六
六
・
八
％
対
三
三
・
二
％
、
つ
ぎ
に
多
い
公
募
委
員
（
四
五
二
人
）
の
女
男
比
は
九
二
・
九
％
対
七
・
一
％
で
あ

る
。
こ
う
し
た
女
男
比
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答
者
の
女
男
構
成
に
も
み
ら
れ
、
大
多
数
が
行
政
職
員
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
回
答
者
の
女
男
比
は
、
七
四
・
九
％
対
二
四
・
一
％
で
あ
っ
た
。

　
”
女
性
”
広
報
誌
と
い
う
性
格
上
、
女
性
の
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
な
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
仕
方
が
な
い
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
「
男
女
共
同
参
画
」
を
う
た
う
か
ら
に
は
、
構
成
員
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
で
き
る
だ
け
確
保
し
た
い
。
女
性
政
策

担
当
部
署
や
女
性
広
報
誌
担
当
者
に
は
男
性
の
職
員
を
積
極
的
に
配
置
す
る
よ
う
努
め
、
ま
た
公
募
委
員
に
関
し
て
も
男
性
の
応
募
を
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う
な
が
し
て
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
均
衡
の
と
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
成
を
め
ざ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
異
動
に

関
し
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
の
制
作
に
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
担
当
者
た
ち
が
、
年
度
替
わ
り
と
と
も
に
一
人
も

い
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
経
験
者
が
必
ず
一
人
は
残
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
継
続
性
の
確
保
可
能
な
交
替
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
公
募
の
市
民
ス
タ
ッ
フ
に
関
し
て
は
、
応
募
者
の
少
な
さ
、
公
募
委
員
間
の
能
力
差
、
会
合
時
期
の
調
整
の
大
変
さ
な
ど
が
、
回
答

者
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
市
民
と
の
協
業
の
問
題
と
し
て
後
ほ
ど
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

②
　
予
算
の
確
保
と
裏
付
け

　
第
二
点
め
は
、
女
性
広
報
誌
の
財
政
的
基
盤
と
な
る
予
算
の
問
題
で
あ
る
。
広
報
誌
の
年
間
予
算
は
一
五
〇
万
円
未
満
が
六
割
を
占

め
、
平
均
す
る
と
一
六
八
万
円
で
あ
っ
た
。
自
治
体
規
模
や
人
口
、
発
行
部
数
な
ど
様
ぎ
ま
な
要
因
が
あ
る
た
め
、
一
概
に
多
い
少
な

い
は
い
え
な
い
が
、
予
算
ゼ
ロ
円
の
と
こ
ろ
か
ら
一
三
二
万
円
の
と
こ
ろ
ま
で
、
自
治
体
間
で
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
全
戸
配
布
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
、
ぺ
ー
ジ
量
を
増
や
し
た
り
発
行
回
数
を
増
や
し
た
り
で
き
な
い
、
業
者
印
刷
か
ら

庁
内
印
刷
に
切
り
替
え
た
な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「
企
画
・
編
集
・
発
行
に
あ
た
り
苦
労
し
て
い
る
こ
と
」
と

い
う
設
問
に
対
し
て
、
「
予
算
面
で
」
と
答
え
た
比
率
は
四
割
に
の
ぼ
っ
た
。

　
行
・
財
政
改
革
の
か
け
声
の
中
で
、
女
性
広
報
誌
発
行
の
経
済
的
基
盤
と
な
る
、
男
女
共
同
参
画
関
連
予
算
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
何
ら
か
の
根
拠
付
け
が
欲
し
い
。
本
調
査
で
は
約
八
割
が
、
女
性
広
報
誌
の
発
行
は
地
域
の
女
性
行
動
計
画
に
明
示
さ
れ

て
い
る
と
回
答
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
行
動
計
画
に
「
予
算
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
っ
た
文
言
を
盛
り
込
む
な
ど
、
確
か
な

裏
付
け
を
与
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
「
部
数
至
上
主
義
」
に
陥
る
必
要
は
な
く
、
低
予
算
で
あ
っ
て
も
よ
り
効
率
的
・
効



果
的
な
内
容
お
よ
び
配
布
方
法
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
が
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
。
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⑥
　
女
性
広
報
誌
の
普
及
度
の
向
上

　
多
く
の
地
域
住
民
に
読
ん
で
も
ら
い
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
認
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
女
性
広
報
誌
最
大
の
使
命
で

あ
り
、
ま
た
つ
く
り
手
の
衿
持
で
も
あ
る
。
自
由
記
述
回
答
に
は
、
「
と
に
か
く
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
第
一
」
「
男
女
共

同
参
画
に
興
味
の
な
い
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
よ
う
な
、
読
者
層
の
拡
大
に
関
す
る
訴
え
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
女
性
広
報
誌
の
普
及
度
に
つ
い
て
、
「
広
報
誌
は
地
域
で
知
ら
れ
て
い
る
」
と
思
う
回
答
者
は
三
割
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
人
員
と
予
算
、
時
間
を
投
入
し
て
い
る
の
に
、
大
多
数
の
地
域
住
民
に
女
性
広
報
誌
は
充
分
知
れ
渡
っ

て
い
な
い
と
、
担
当
者
自
身
が
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
普
及
の
指
標
と
な
る
発
行
部
数
は
、
一
万
五
〇
〇
〇
部
未
満
の
と
こ
ろ
が
八
割
を
占
め
、
平
均
は
一
万
三
五
〇
〇
部
で
あ
っ
た
。
配

布
先
に
関
し
て
は
、
公
的
施
設
を
中
心
に
地
域
の
人
び
と
へ
の
一
般
配
布
お
よ
び
庁
内
の
各
部
署
へ
の
配
布
、
ま
た
他
の
自
治
体
へ
の

配
布
が
、
い
ず
れ
も
七
～
八
割
の
広
報
誌
で
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
全
戸
配
布
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
割
強
で
あ
っ
た
。
こ
う
い

っ
た
発
行
部
数
や
配
布
実
態
が
、
人
び
と
の
女
性
広
報
誌
認
知
率
と
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
か
、
各
自
治
体
は
広
報
政
策
お
よ
び
そ
の

評
価
の
た
め
に
も
、
継
続
的
な
世
論
調
査
を
行
っ
て
、
実
際
に
地
元
の
女
性
広
報
誌
の
認
知
度
と
そ
の
推
移
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
担
当
者
の
九
割
近
く
が
、
「
地
域
の
男
女
平
等
意
識
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
し
、
七
割
が
「
職
員
の
男
女
平
等
意
識
形
成

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
は
社
会
の
平
等
意
識
の
形
成
に
有
用
だ
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
い
っ
た
ん

手
に
と
っ
て
読
ん
で
く
れ
さ
え
す
れ
ば
影
響
力
は
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
予
算
の
都
合
で
発
行
部
数
や
発
行
回
数
を
簡
単
に
は
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増
や
せ
な
い
中
に
あ
っ
て
も
、
効
率
的
な
配
布
方
法
や
、
誌
名
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
他
の
媒
体
と
の
メ
デ

ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
、
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
方
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
男
性
の
読
者
に
関
し
て
は
、
女
性
広
報
誌
の
九
割
が
意
識
し
て
お
り
、
男
性
問
題
特
集
も
よ
く
組
ま
れ
て
い
る
。
女
性
差
別
を
廃
し

男
女
共
同
参
画
社
会
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
男
性
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
で
あ
り
、
男
性
の
読
者
を
増
や
す
こ
と
が
、
同
時
に
女
性

広
報
誌
の
普
及
に
も
貢
献
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
読
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
に
つ
い
て
も
女
性
広
報
誌
の

三
五
％
が
何
ら
か
の
形
で
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
読
者
か
ら
の
豊
富
な
「
反
応
」
を
引
き
出
す
た
め
に
、
ハ
ガ
キ
の
は
さ
み
込
み
や
フ

ア
ッ
ク
ス
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
記
載
だ
け
で
な
く
、
色
い
ろ
な
仕
掛
け
が
求
め
ら
れ
る
。
読
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
読
者
モ
ニ
タ
ー
制
度
な
ど
を
も
う
け
て
反
応
を
引
き
出
し
、
市
民
と
の
双
方
向
的
な
や
り
と
り
か
ら
二
ー
ズ
を
つ
か
む
工
夫
が
、

も
っ
と
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
ウ
ェ
ブ
配
信
は
、
調
査
時
点
で
二
割
ほ
ど
が
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
今
後
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
含
め
る
と
半
数
を
超
え
る
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
デ
バ
イ
ド
が
い
ま
だ
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
現
状
で
は
、
多
く
の
人
に
情
報
を
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め

に
は
、
活
字
媒
体
で
の
配
布
が
当
面
主
流
と
な
ろ
う
。
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
と
も
な
い
、
今
後
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
予
算
措
置
を
伴
わ
な
く
て
も
す
む
、
新
し
い
広
報
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

㈲
　
担
当
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
向
上

　
四
点
目
に
、
企
画
・
編
集
し
、
制
作
す
る
担
当
者
た
ち
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
問
題
が
あ
る
。

　
回
答
者
た
ち
は
、
国
の
刊
行
物
を
は
じ
め
、
他
の
地
域
の
女
性
広
報
誌
を
よ
く
み
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
収
集
行

動
も
、
新
聞
や
行
政
広
報
誌
の
閲
読
、
講
座
や
講
演
会
へ
の
参
加
な
ど
活
発
で
あ
っ
た
。
女
性
広
報
誌
を
担
当
す
る
ま
で
男
女
共
同
参
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画
に
関
心
が
薄
か
っ
た
層
も
、
い
ざ
女
性
広
報
担
当
に
な
る
と
と
も
に
勉
強
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
読

ん
だ
り
、
研
修
を
受
講
し
た
り
し
て
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
、
女
性
の
担
当
者
の
方
が
こ
れ
ら
の
行
動
に
積
極
的
で
あ
り
、
男
性

は
「
当
事
者
性
」
に
や
や
欠
け
る
感
が
あ
る
。

　
回
答
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
み
る
と
、
家
事
分
担
の
平
等
分
担
に
関
し
て
は
七
割
が
賛
成
し
、
ま
た
、
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は

母
親
が
家
に
い
る
べ
き
、
子
ど
も
は
女
男
で
育
て
分
け
る
べ
き
と
い
う
考
え
に
関
し
て
は
八
～
九
割
が
こ
れ
を
否
定
す
る
と
い
っ
た
よ

う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
の
比
較
的
高
い
人
た
ち
が
女
性
広
報
誌
を
制
作
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も

男
性
の
反
応
が
や
や
低
め
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
男
性
の
職
員
が
、
男
女
平
等
意
識
を
い
か
に
自
ら
の
も
の
と
し
得
る
か
が
、
今
後
の

女
性
広
報
誌
の
発
行
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
政
策
遂
行
の
重
要
な
鍵
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
た
め
、
初
心
者
に
だ
け
で
は
な
く
、
定
期
的
に
担
当
職
員
や
公
募
委
員
、
さ
ら
に
は
外
部
の
制
作
会
社
・
委
託
ス
タ
ッ
フ
な
ど

に
対
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
修
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
編
集
レ
イ
ア
ゥ
ト
や
イ
ラ
ス
ト
挿
入
な
ど
は
、
外
部
の
制

作
会
社
や
印
刷
会
社
が
行
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
企
画
・
制
作
を
「
丸
投
げ
」
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
中
、
表
紙
が
男
女
共
同

参
画
の
趣
旨
に
反
し
て
い
た
り
、
女
性
の
談
話
が
ピ
ン
ク
、
男
性
の
談
話
が
ブ
ル
ー
で
色
分
け
さ
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、
女
性
が
エ
プ

ロ
ン
姿
、
男
性
が
背
広
姿
、
と
い
っ
た
イ
ラ
ス
ト
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
い
ま
だ
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
表
現
を
用
い
て
い
る
も
の
も
少
な

く
な
い
。
各
自
治
体
に
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
、
行
政
内
部
の
み
な
ら
ず
、
業
者
に
対
し
て
も
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

㈲
　
制
作
ス
キ
ル
の
習
得

　
女
性
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
・
発
行
に
あ
た
っ
て
最
も
苦
労
し
て
い
る
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

企
画
・
編
集
の
技
術
面
に
関
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す
る
こ
と
で
、
回
答
者
の
五
割
が
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
制
作
ス
キ
ル
向
上
を
希
求
し
て
い
た
。
自
分
自
身
の
専
門
的
な
広
報
制
作
技
術
の

な
さ
に
加
え
て
、
公
募
の
編
集
委
員
た
ち
の
不
慣
れ
さ
を
日
々
感
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
作
っ
て
い
る
の
に
反
応
が
少

く
、
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
ら
し
い
こ
と
も
、
も
っ
と
市
民
を
女
性
広
報
誌
に
ひ
き
つ
け
る
技
術
が
あ
れ
ば
、
と
思
わ
せ
る
動
機
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
企
画
力
や
取
材
力
、
文
章
力
へ
の
不
安
も
少
な
く
な
い
。

　
確
か
に
、
公
的
広
報
の
企
画
・
編
集
・
発
行
は
、
か
な
り
の
予
算
を
と
も
な
う
と
と
も
に
制
作
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
も
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
・
浸
透
が
女
性
広
報
誌
の
最
重
要
課
題
と
な
る
中
で
、
技
術
的
な
問
題
が
解
決
す
れ
ば
そ
れ
ら
が

成
功
す
る
と
も
単
純
に
は
考
え
が
た
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
対
す
る
優
れ
た
問
題
意
識
や
感
受
性
が
あ
れ
ば
（
育
て
ら
れ
れ
ば
）
、

企
画
は
お
の
ず
と
浮
か
ん
で
き
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
取
材
が
可
能
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
や
感
受
性

は
、
職
員
で
あ
れ
、
公
募
委
員
で
あ
れ
、
一
朝
一
夕
に
育
ち
、
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
必
要
な
の
は
、
そ
の

よ
う
な
問
題
意
識
や
感
受
性
を
も
た
ら
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
制
作
ス
キ
ル
の
研
修
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
研
修
が
共
時
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
全
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
充
実
さ
せ
た
い
情
報
と
し
て
は
、
地
域
の
女
性
政
策
に
関
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
、
地
域
の
女
性
広
報
誌
と
し
て
の

役
割
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
「
地
域
性
」
と
い
う
こ
と
で
表
紙
や
特
集
に
地
元
の
人
を
登
場
さ
せ
た
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
掲
載
し
た
り
、
行
動
計
画
や
条
例
の
紹
介
を
行
っ
た
り
な
ど
、
地
域
読
者
の
興
味
を
喚
起
す
る
紙
面
づ
く
り
が
重
要
だ
が
、
同
時

に
、
国
の
施
策
や
世
界
の
流
れ
に
関
し
て
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
報
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
女
性
広
報
誌
編
集
・
発
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
標
準
的
テ
キ
ス
ト
を

作
成
す
る
と
こ
ろ
（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
出
せ
る
よ
う
な
財
源
の
あ
る
自
治
体
や
N
P
O
の
女
性
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
）
が
出
て
き
て
も

よ
い
と
考
え
る
。
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⑥
　
公
募
委
員
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
課
題
と
し
て
は
ほ
か
に
、
読
者
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
同
様
、
市
民
参
加
の
一
形
態
で
あ
る
公
募
に
よ
る
編
集
委
員
の
活
用
問
題
が
あ

る
。
行
政
担
当
者
の
記
述
か
ら
は
、
公
募
委
員
の
能
力
差
や
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
帰
因
す
る
編
集
会
議
日
程
や
時
間
帯
の
調

整
に
関
す
る
苦
労
が
多
い
な
ど
、
市
民
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
た
恰
好
で
あ
る
。

　
担
当
者
に
は
、
市
民
の
力
を
つ
け
、
市
民
の
力
を
引
き
出
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
力
量
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
会
合
日
時
に
関

し
て
は
、
男
性
や
若
年
層
を
含
む
多
様
な
公
募
委
員
が
か
か
わ
れ
る
よ
う
、
専
任
職
員
の
時
間
外
シ
フ
ト
を
組
む
な
ど
し
て
、
設
定
の

工
夫
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
女
性
広
報
誌
の
最
終
的
な
責
任
や
編
集
権
は
、
担
当
部
署
ひ
い
て
は
自
治
体
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
政
策

は
行
政
側
か
ら
の
一
方
的
な
施
策
の
実
施
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
実
際
問
題
と
し
て
も
、
行
政
側
の
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス

で
は
、
施
策
も
広
報
も
十
分
に
行
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ
き
に
つ
け
、
あ
し
き
に
つ
け
、
市
民
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
市
民
と
の
二
人
三
脚
で
な
さ
れ
る
べ
き
女
性
政
策
の
一
環
と
し
て
、
女
性
広
報
誌
づ
く
り
の
場
に
お
け
る
公

募
委
員
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

①
　
女
性
政
策
の
一
環
と
し
て
の
女
性
広
報
誌

　
女
性
広
報
誌
は
、
地
元
自
治
体
の
女
性
政
策
（
男
女
共
同
参
画
政
策
）
を
地
域
の
人
び
と
に
伝
え
る
重
要
な
情
報
手
段
で
あ
り
、
継

続
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
女
性
広
報
誌
発
行
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
女
性
政
策
全
般
を
推
進
す
る
基
盤
的
な

財
政
の
裏
付
け
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
女
性
広
報
誌
発
行
の
事
業
実
績
を
維
持
す
る
た
め
の
各
年
度
予
算
の
計
上
と
事
業
実
施

計
画
が
必
要
と
な
る
。
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女
性
政
策
全
般
の
財
政
的
裏
付
け
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
男
女
平
等
条
約
（
男
女
共
同
参
画
条
例
）
に
お
い
て
、
自
治
体
の
女
性

政
策
へ
の
取
り
組
み
が
基
本
理
念
と
し
て
う
た
わ
れ
、
併
せ
て
女
性
政
策
へ
の
予
算
措
置
が
、
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま

た
、
女
性
広
報
誌
発
行
と
い
う
具
体
的
な
事
業
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
女
性
行
動
計
画
（
男
女
共
同
参
画
計
画
）
の
中
に

女
性
広
報
誌
発
行
事
業
を
明
確
に
位
置
づ
け
、
年
度
毎
の
予
算
を
確
保
し
、
人
員
、
仕
組
み
に
つ
い
て
全
庁
的
な
理
解
と
協
力
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
女
性
政
策
推
進
の
た
め
に
は
、
女
性
政
策
相
当
部
署
の
み
が
そ
れ
を
担
う
の
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
を
実
現
し
、
各
部
署
間
の
連
携
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
庁
内
の

連
携
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
と
の
連
携
を
模
索
し
、
協
働
を
お
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
女
性
広
報
誌
は
、
自
治
体
の
女
性
政
策
を
市
民
に
伝
達
す
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
そ
の
政
策
の
是
非
を
市
民
に
問
い
か
け
、
相
互
に

議
論
を
た
た
か
わ
せ
な
が
ら
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
く
、
双
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
役
割
を
、
女
性
広
報
誌
が
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
、
ど
れ
だ
け
果
た
し
て
い
る
か
を
、
本
論
（
上
）
（
下
）
で
分
析
し
た
「
女

性
広
報
誌
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
同
時
に
行
っ
た
「
女
性
広
報
誌
紙
面
分
析
調
査
」
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
次
稿
の
課

題
と
し
た
い
。

注（
1
）
　
田
中
和
子
・
女
性
広
報
誌
研
究
会
「
自
治
体
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
発
行
の
現
状

　
法
学
』
第
四
一
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
月
、
三
八
～
三
九
頁
。

（
2
）
　
同
、
四
六
頁
。

（
3
）
　
同
、
三
八
～
三
九
頁
。

（
上
）
i
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
ー
」
『
国
学
院
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（
4
）
　
同
、
四
六
頁
。

（
5
）
　
同
、
五
一
頁
。

（
6
）
　
総
務
省
が
行
っ
て
い
る
「
通
信
利
用
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
二
年
末
時
点
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
世
帯
所
有
率
は
七
二
％
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
利
用
は
個
人
利
用
率
が
五
五
％
、
世
帯
利
用
率
が
八
一
％
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
代
や
性
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
所
有
率
や
パ
ソ
コ

　
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
五
〇
代
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
率
は
三
五
％
、
六
〇
代
前
半
の
そ
れ
は
二
三
％
、
六
〇
代
後

　
半
は
一
四
％
、
七
〇
代
は
六
％
と
、
平
均
を
大
き
く
下
ま
わ
る
。

　
　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
、
五
〇
代
五
三
％
、
六
〇
代
前
半
三
三
％
、
六
〇
代
後
半
一
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
女
男
別
で
は
、
女
性
の
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
が
五
六
％
な
の
に
対
し
、
男
性
は
六
八
％
で
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
み
ら
れ
る
。

参
考
文
献

青
木
玲
子
「
広
報
誌
の
果
た
し
て
き
た
役
割
と
課
題
－
一
八
五
誌
の
分
析
か
ら
」
『
女
性
施
設
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
二
号
、
横
浜
市
女
性
協
会
、
一
九
九
六

　
年
、
四
二
～
四
八
頁
。

青
木
玲
子
「
女
性
行
政
と
広
報
－
住
民
参
加
を
促
す
双
方
向
性
の
あ
る
広
報
活
動
の
展
開
を
」
『
月
刊
広
報
』
Z
o
ふ
8
　
日
本
広
報
協
会
　
二
〇
〇
二
年
一

　
一
月
、
一
二
～
一
六
頁
。

井
出
嘉
憲
『
行
政
広
報
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
。

大
久
保
邦
子
「
女
性
広
報
誌
に
み
る
作
り
方
の
変
遷
と
そ
の
視
点
”
国
立
婦
人
教
育
会
館
情
報
セ
ン
タ
ー
の
資
料
か
ら
」
『
社
会
教
育
』
Z
o
・
お
旨
　
全
日

　
本
社
会
教
育
連
合
会
、
一
九
九
四
年
二
一
月
、
一
二
～
一
二
頁
。

大
沢
真
理
編
『
2
1
世
紀
の
女
性
政
策
と
男
女
共
同
参
画
基
本
法
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
二
年
。

兼
子
　
仁
ほ
か
編
『
広
報
公
聴
と
情
報
政
策
』
労
働
旬
報
社
、
一
九
八
六
年
。

神
戸
市
都
市
問
題
研
究
会
『
報
・
公
聴
の
理
論
と
実
際
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
O
年
。

小
山
栄
三
『
行
政
広
報
入
門
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
五
年
。

女
性
広
報
誌
研
究
会
「
自
治
体
の
女
性
広
報
誌
発
行
の
現
状
と
担
当
者
の
意
識
」
『
女
性
教
養
』
Z
o
●
紹
一
　
日
本
女
子
社
会
教
育
会
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、

　
三
～
六
頁
。
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女
性
広
報
誌
研
究
会
「
女
性
広
報
誌
は
男
女
共
同
参
画
を
伝
え
て
い
る
か
1
紙
面
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
ー
」

　
学
習
財
団
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
、
三
～
六
頁
。

藤
江
俊
彦
『
現
代
の
広
報
戦
略
と
実
際
』
電
通
、
一
九
九
五
年
。

本
田
　
弘
『
行
政
広
報
　
そ
の
確
立
と
展
開
』
サ
ン
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
一
九
九
五
年
。

三
浦
恵
次
『
現
代
行
政
広
報
の
社
会
学
』
福
村
出
版
、
一
九
七
二
年
。

三
浦
恵
次
『
現
代
行
政
広
報
研
究
序
説
』
学
文
社
、
一
九
八
四
年
。

三
浦
恵
次
『
地
方
自
治
体
の
広
報
活
動
』
綜
合
労
働
研
究
所
、
一
九
八
六
年
。

横
山
文
野
『
戦
後
日
本
の
女
性
政
策
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

『
譲
①
一
8
旨
』
Z
o
ふ
9
　
日
本
女
性

　
＊
本
稿
は
、
前
号
（
上
）
と
同
様
、
女
性
広
報
誌
研
究
会
（
代
表
田
中
和
子
）
が
、
財
団
法
人
東
京
女
団
二
〇
〇
〇
年
度
民
問
活
動
支
援
事
業
の
助
成

　
　
を
得
て
行
っ
た
調
査
研
究
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
研
究
の
資
料
収
集
・
集
計
に
あ
た
っ
て
は
、
稲
田
さ
と
子
、
村
田
太
郎
、
田
中

　
　
新
、
森
田
系
太
郎
、
田
宮
遊
子
、
須
藤
典
子
各
氏
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
。

＊
＊
共
同
執
筆
者
　
た
な
か
か
ず
こ
・
国
学
院
大
学
教
員
、
も
ろ
は
し
た
い
き
・
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
員
、
あ
お
き
れ
い
こ
・
越
谷
市
男
女
共
同
参
画

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
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【付録】

男女共同参画社会に向けた行政広報誌活動に関するアンケート調査

2000年10月
女性広報誌研究会

ここで言う「広報誌」とは、自治体・国の女性政策担当部署や女性

センターが定期的に（年1回以上）発行する冊子・新聞形態の男女共

同参画（女性問題・男女平等問題）に関する情報・啓発誌（紙）をさ

します。

複数の広報誌（紙）を発行している場合は、1誌1アンケートでご

回答ください。

ご回答にあたっては、現在の広報誌担当者にご記入をお願いします。

1　広報誌の企画・編集についておたずねします

Q1　発行されている広報誌の企画・編集にかかわっている人は誰ですか。

広報誌の企画・編集にかかわっている人すべてについて、年代、性別ご

とに人数を該当欄に記入してください。

10代

20代

30代

40代

50代

60代
70代以上

不明

合計

行　政

女性
（人）

男性
（人）

委　託

女性
（人）

男性
（人）

公　募

女性
（人）

男性
（人）

その他（具体的に）

（　　　）

女性
（人）

男性
（人）
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Q2　企画にあたって、外部専門家のアドバイスを受けていますか。

　1　受けている　　　　　　2　受けていない

S　Q1　「1受けている」場合、どのような分野の専門家か、具体的に

　　書いてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2　広報誌の概要についておたずねします

Q3　広報誌の概要について、下の表に記入してください。

1現広報誌名

（サブタイトル）

2旧広報誌名
　過去に誌名変更のあつた

場合は、旧誌名とその発行

期間を記入してください。

3創刊年

4発行部数
5発行部署

6大　き　さ

7ぺ一ジ数（表紙を含む）

8刊期
9印刷

（　年　　月～ 年　　月）

（　年　　月～ 年　　月）

（　年　　月～ 年　　月）

（　年　　月～ 年　　月）

年 月

A4　A3　B4　B5　B6　その他

ぺ一ジ

年間　（ ）回

カラー刷り モノクロ

Q4　広報誌の誌名は誰が決めましたか。1～4のなかから1つ選んでく

　ださい。

　1　一般公募　　　　　2　行政職員　　　　　3　首長

　4　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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Q5　表紙のデザインを決める時、何を重視していますか。次の1～11の

　　なかから重要だと思う順に3つあげ、その番号を（）のなかに記入し

　　てください。

－
り
乙
3
イ
歴
5
6

目立ちやすさ

親しみやすさ

美しさ

女性らしさ

記事内容がわかること

地域性

1位（　　　　）

7
8
9
1
0
1
1

2位（

国際性

女性問題

男女共同参画

男性の読者

その他（具体的に

）　3位（

）

）

Q6　広報誌発行のための年間予算はいくらですか。

　　　（　　　　　　　　　）円

Q7　広報誌の主な送付先・配布先の番号に○をつけ、それぞれ配布部数

　　を記入してください。

送付先・配布先

1所管内女性センター

2所管以外の女性センター

3庁内各部署・職員

4庁・役所での一般向け配

　布

5議員
6他の県・区市町村の女性

　政策担当部署

7学校
8公民館

9図書館

部数 送付先・配布先

10駅

11銀行

12郵便局

13企業

14女性団体

15報道関係

16全戸配布

17町内会自治会回覧

18定期購読者

19その他（ ）

部数
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広報誌を現在ウェブサイト（ホームページ）にのせていますか。

のせている（　年から）

現在はのせていないが、今後のせる予定である

現在のせておらず、いまのところのせる予定はない

Q9　あなたの自治体は「女性行動計画」を策定していますか。

　1　している（最新の計画の策定年　　　　）年　　　2　していない

S　Q1　「1策定している」場合、広報誌の発行について「女性行動計

　　画」ないし「推進計画」に明示されていますか。

1　されている　　　　　2　されていない

3　広報誌の企画についておたずねします

Q10読者対象（ターゲット）を特に定めていますか。

　1　定めている　　　　　2　定めていない

S　Q1　「1定めている」場合、その読者対象（ターゲット）について具

　　体的に書いてください。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q11男性の読者に読んでもらうことを意識していますか。

　1　している　　　　　2　していない

Q12広報誌で、男性問題や男性学に関する特集記事をのせたことがあり

　　ますか。

　1　ある（その号数をすべて書いてください　　　　　　　　　　　）

　2　これまではないが、今後のせる予定

　3　これまでのせておらず、今のところのせる予定はない

Q13広報誌で、男女共同参画社会基本法についての特集をのせたことが

　　ありましたか。

　1　ある（その号数をすべて書いてください　　　　　　　　　　　）

　2　これまではないが、今後のせる予定

　3　これまでのせておらず、今のところのせる予定はない
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Q14最近広報誌で継続している（毎号必ず載せている）企画がありますか。

　1　ある　　　　　　　　2　ない

　S　Q1　「1ある」場合、その企画について具体的に書いてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q15広報誌に載せる企画で、貴機関として特に重要視しているテーマが

　　ありますか。

　1　ある　　　　　　　2　ない

　S　Q1　「1ある」場合、そのテーマについて具体的に書いてください。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q16広報誌の意見を反映させるため、何か具体的な方法をとっています

　　か。

　1　とっている　　　　　2　特にとっていない

　S　Q1　「1とっている」場合、どのような方法をとっているか、次の

　　　なかからいくつでも選んでください。

　1　読者の意見スペースをもうける　4　読者アンケートを実施する

　2　返信用はがきを差し込む　　　　5　その他（具体的に　　　　　）

　3　読者モニターの制度をもうける

　S　Q2　上記の方法をとった結果よせられた意見のうち、主要なものを

　　　書いてください。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q17　次のa～Cについて、あなたはどのように思いますか。

　a　広報誌は、地域でよく知られている

　　1　そう思う　　2　そう思わない

　b　広報誌の発行は、地域の男女平等意識の形成に役立っている

　　1　そう思う　　2　そう思わない

　c　広報誌は、行政職員の男女平等意識の形成に役立っている

　　1　そう思う　　2　そう思わない



　　　　　　　　　　　　　　　　國學院法學第41巻第4号（2004）　108

Q18　広報誌の企画・編集・発行にあたって、苦労していること、困難を

　　感じていることがありますか。次の1～7のなかで該当するものすべ

　　てに○をつけ、（）のなかに具体的に書いてください。

　1　予算面

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　2　時間（締め切り、納期など）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　3　人材面

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　4　企画・編集の技術面

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　5　行政広報ゆえの制約

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　6　記事にする情報やネタの不足

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　7　その他

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

S　Q　l　Q18で選んだ項目のなかで、最も苦労していること、困難を感じ

　　ていることを1つ選び、その番号を（）のなかに記入してくださ

　　いo

　　（　　　　　　　）

4　回答してくださったご本人についておたずねします。

Q19以下のa～Cについて答えてください。
　a　性別　　　　1　女性　　　　2　男性

　b　年齢　　　　1　20歳未満　　2　20代　　3　30代　　4　40代

　　　　　　　　　5　50代　　　　6　60代　　7　70歳以上

　c　就業形態　　1　常勤　　　　2　非常勤
　d　所属部署　　　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　e　広報担当年数（　　　　）年（　　　　）カ月



　109　自治体における女性広報誌発行の現状㊦（田中ほか）

Q20　あなたは、他都道府県・区市町村の女性広報誌をどれくらいみてい

　ますか。

1　よくみる　　2　たまにみる 3　あまりみない　　4　みない

S　Q1　「1よくみる」場合、それはどのような広報誌ですか。みてい

　　るものの番号に○をつけ、誌名をすべてあげてください。

1　国の広報誌　　　　（誌名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2　都道府県の広報誌（誌名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3　区市町村の広報誌（誌名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4　その他の広報誌　　（誌名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q21あなたが今までにみた女性広報誌のなかで印象に残ったものがあれ

　　ば、1つだけ、その誌名、発行所、印象に残った理由をあげてくださ

　　い。

1　誌名

2　発行所

3　理　由

Q22　あなたは、広報誌を担当する以前から、男女共同参画（女性問題・

　　男女平等問題）について関心がありましたか。

　1　おおいにあった　　　3　あまりなかった

　2　少しあった　　　　4　まったくなかった

Q23男女共同参画（女性問題・男女平等問題）に関して、次のa～cに
　　ついて答えてください。

　a　男女共同参画社会基本法を読んだことがある

　　　1　ある　　　　　2　ない

　b　男女共同参画（女性問題・男女平等問題）について研修をうけたこ

　　とがある

　　　1　ある　　　　　2　ない

　c　男女共同参画について積極的に学習している

　　　1　している　　　2　していない
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Q24次のa～Cについて、あなたはどう思いますか。

　a　子どもが小さいうちは、母親が家にいるのがよい

　　　1　そう思う　　　　2　そうは思わない

　b　女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい

　　　1　そう思う　　　2　そうは思わない

　c　家事は夫婦で半分ずつやるのがよい

　　　1　そう思う　　　　2　そうは思わない

Q25　あなたは男女共同参画（女性問題・男女平等問題）に関する情報を

　　どのような媒体から収集していますか。主なものを3つ以内選んで○

　　をつけてください。

　1　新聞　　2　テレビ　　3　雑誌　　4　書籍　　5　行政広報誌

　6　政府刊行物　　7　女性団体発行のニューズレター・ミニコミ誌

　8　女性学研究団体の学会誌　　9　新聞切り抜き情報誌

　10　メーリングリスト　　11　ウェブサイト　　12FAX通信

　13　ポスター・チラシ　　14　ビデオ

　15　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q26男女共同参画（女性問題・男女平等問題）に関する情報を得るため

　　に利用している施設やサービスはどれですか。主なものを3つ以内選

　　んで○をつけてください。

　1　所管内の女性政策担当部署　　2　所管内の女性センター

　3　1、2以外の行政部署や専門機関
　4　他都道府県・区市町村の女性政策担当部署

　5　他都道府県・区市町村の女性センター

　6　大学・民間の女性学研究所　　7　6以外の大学・研究機関

　8　図書館　　9　男女共同参画問題の専門家　　10友人

　11男女共同参画問題の講座・講演会

　12　その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q27　あなたは、広報誌の男女共同参画（女性問題・男女平等問題）につ

　　いての情報のうち、どのテーマに関する情報を特に充実したいと考え

　　ていますか。主なものを5つまで、優先度の高い順に選び、その番号

　　を（）のなかに記入してください。
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自治体における女性広報誌発行の現状㊦（田中ほか）

国の女性政策・男女共同参画　　2　地域の女性政策・男女共同参画

世界の動き　　4

女性と環境　　7

女性と暴力　　10

生活・くらし

女性と開発　　17

高齢社会・介護

女性と労働　　23

男性学・男性問題

1位（
4位（

女性と政治　　5

女性と教育・学習

　性・健康

14　メディア

　女性と平和

　20　少子化

　　　年金・税制

　　　　8　人権

　15芸術・文化・スポーッ

　18地域文化
　21育児・子どもの教育

11家族　　12　国際交流

　　　フェミニズム・女性学・女性史

　　　　25女性の生き方　　26男性の生き方

　　　本・ビデオの紹介　　29法律

　　）　2位（　　　　）　3位（

　　）　5位（　　　　　）

　　催物案内　　32行政案内　　33事業報告

　　35　その他（具体的に

　28

31

）

）

Q28広報誌の発行や女性行政について日頃お考えになっていることをご

　　自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。


